
 京都市都市公園条例施行規則の一部を改正する規則を公布する。 

  令和４年３月３０日 

京都市長  門 川 大 作   

京都市規則第   号 

   京都市都市公園条例施行規則の一部を改正する規則 

第１条 京都市都市公園条例施行規則の一部を次のように改正する。 

 第１条後段を削る。 

 第１１条の２の次に次の１条を加える。 

（有料公園施設の利用料金の還付を受けることができない者） 

第１１条の３ 条例第１２条の２第３号に規定する別に定める者は，第４条第１号の区

分に該当する申請を行ったものとする。 

 第１６条を第１８条とし，第１５条を第１７条とし，第１４条の次に次の２条を加え

る。 

（工作物等を保管した場合の掲示の場所等） 

第１５条 条例第１５条第１項第１号及び同条第２項に規定する別に定める場所は，保

管した工作物その他の物件又は施設が放置されていた場所を管理する事務所とする。 

（保管工作物等一覧簿の記載事項） 

第１６条 条例第１５条第２項に規定する保管工作物等一覧簿には，条例第１４条各号

に掲げる事項を記載するものとする。 

 別表第１ １備考を同備考１とし，同備考に次のように加える。 

  ２ 使用料の額が月を単位として定められている場合において，使用期間が１月未

満であるとき，又は使用期間に１月未満の端数があるときは，日割り計算により

使用料を算出する。 

  ３ 使用料の額が日を単位として定められている場合において，使用期間が１日未

満であるとき，又は使用期間に１日未満の端数があるときは，当該使用期間又は

当該端数を１日とみなして使用料を算出する。 

  ４ 使用料の額が平方メートルを単位として定められている場合において，使用面

積が１平方メートル未満であるとき，又は使用面積に１平方メートル未満の端数

があるときは，当該使用面積又は当該端数を１平方メートルとみなして使用料を

算出する。 
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 別表第１ ２に備考として次のように加える。 

   備考１ 使用料の額が年を単位として定められている場合において，使用期間が１

年未満であるとき，又は使用期間に１年未満の端数があるときは，月割り計

算により使用料を算出する。 

    ２ 使用料の額が月を単位として定められている場合において，使用期間が１

月未満であるとき，又は使用期間に１月未満の端数があるときは，日割り計

算により使用料を算出する。 

    ３ 使用料の額が日を単位として定められている場合において，使用期間が１

日未満であるとき，又は使用期間に１日未満の端数があるときは，当該使用

期間又は当該端数を１日とみなして使用料を算出する。 

    ４ 使用料の額が平方メートルを単位として定められている場合において，使

用面積が１平方メートル未満であるとき，又は使用面積に１平方メートル未

満の端数があるときは，当該使用面積又は当該端数を１平方メートルとみな

して使用料を算出する。使用料の額がメートルを単位として定められている

場合においても，同様とする。 

 第１号様式備考１及び第２号様式備考１中「第１５条」を「第２０条」に改める。 

第２条 京都市都市公園条例施行規則の一部を次のように改正する。 

              「         「 

 別表第１ １使用料の欄中 ３８５   を ４４０  に，「３５５」 

                       」         」 

を「４１０」に，「２９５」を「３４０」に，「２５５」を「２９０」に，「２０５」を「２

３０」に，「３８５円」を「４４０円」に，「１１５」を「１３０」に，「４，２４０」を

「４，８００」に，「３，４００」を「３，９００」に，「２，６１０」を「３，０００」 

              「          「 

に，「９０」を「１３０」に， １０  を １１  に，「４２５ 

                       」          」 

円」を「４９０円」に改め，同表２備考以外の部分を次のように改める。 
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区       分 使 用 単位 
単 位 

期 間 

 

使 用 料 

電柱，その支柱その他これらに類するもの １ 本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 年 

３，８００ 

電 線 １メートル ５３０ 

変 圧 塔 １ 基 ４，４００ 

鉄 塔 
１平方メー

トル 
４，４００ 

 

 

 

 

 

地下埋設物 

 

 

 

 

 

管路 

外径が０．０７メー

トル未満のもの 

 

 

 

 

 

 

 

１メートル 

９２ 

外径が０．０７メー

トル以上０．１メー

トル未満のもの 

１３０ 

外径が０．１メート

ル以上０．１５メー

トル未満のもの 

２００ 

外径が０．１５メー

トル以上０．２メー

トル未満のもの 

２６０ 

外径が０．２メート

ル以上０．３メート

ル未満のもの 

４００ 

外径が０．３メート

ル以上０．４メート

ル未満のもの 

５３０ 

外径が０．４メート  



ル以上０．７メート

ル未満のもの 

９２０ 

外径が０．７メート

ル以上１メートル未

満のもの 

１，３００ 

外径が１メートル以

上のもの 
２，１００ 

そ の 他 の も の 
１平方メー

トル 
２，１００ 

郵 便 差 出 箱 及 び 信 書 便 差 出 箱 

１ 基 

１，８００ 

公 衆 電 話 所 ４，４００ 

標 識 １ 本 ３，５００ 

工 事 用 施 設 及 び 工 事 用 材 料 置 場 
１平方メー

トル 
１ 日 １３０ 

興行，競技

会，集会，展

示会，博覧会

その他これ

らに類する

催し 

京都市梅小路公園ステージ 

１ 面 １時間 

１，７００ 

船 岡 山 公 園 ス テ ー ジ ３９０ 

そ の 他 の 場 所 
１平方メー

トル 
１ 日 １３０ 

業 と し て 行 う 写 真 撮 影 

１ 回 １時間 

３，８００ 

業 と し て 行 う 映 画 撮 影 ７，８００ 

電 源 （ 岡 崎 公 園 の み ） １ 箇 所 ４時間 １００ 

そ の 他 の 占 用 又 は 利 用 その都度市長が定める額 

  別表第１ ２備考に次のように加える。 

   ５ 次のいずれかの地区等に電柱，その支柱その他これらに類するもの（周辺の景



観と調和した彩色を施したものを除く。）又は電線を設置して，公園を占用する場

合の使用料は，この表に掲げる額に２を乗じて得た額とする。 

⑴ 文化財保護法第１４２条に規定する伝統的建造物群保存地区 

⑵ 古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法第６条第１項に規定する

歴史的風土特別保存地区 

⑶ 都市計画法第８条第１項第７号に掲げる風致地区 

⑷ 都市緑地法第１２条第１項に規定する特別緑地保全地区 

⑸ 景観法第６１条第１項に規定する景観地区 

⑹ 京都市眺望景観創生条例第１５条第１項に規定する事前協議区域（同条例第

５条第１号に規定する視点場に限る。） 

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則中第１条，次項及び附則第４項の規定は公布の日から，第２条及び附則第３

項の規定は令和４年６月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ 第２条の規定による改正後の京都市都市公園条例施行規則（以下「改正後の規則」と

いう。）の規定による使用料の徴収その他これを徴収するために必要な準備行為は，同条

の規定の施行前においても行うことができる。 

（適用区分） 

３  改正後の規則の規定は，第２条の規定の施行の日以後の使用に係る使用料について適

用する。ただし，使用期間が同日前に始まる使用に係る使用料のうち，同日から令和５

年３月３１日までの使用に係る使用料については，なお従前の例による。 

(経過措置) 

４ 従前の様式による用紙は，市長が認めるものに限り，当分の間，これを使用すること

ができる。 

（建設局みどり政策推進室） 

 


